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1

は
じ
め
に

ま
が
り
な
り
に
も
国
文
学
科
の
教
員
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
四
〇
年
前
の
私

に
は
、「
古
典
の
教
養
教
育
」
と
い
う
言
葉
は
、
無
縁
に
近
か
っ
た
。

今
思
え
ば
四
〇
年
前
は
、
国
文
学
（
日
本
文
学
と
は
ま
だ
い
わ
な
い
頃
）
の

全
盛
期
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
特
に
、「
国
文
学
科
」
は
専
門
を
教
え
る
機
関

で
あ
っ
て
、「
教
養
」
と
い
う
言
葉
は
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

国
公
立
大
学
か
ら
、
私
の
奉
職
す
る
私
立
の
女
子
大
に
い
た
る
ま
で
、
国
文

学
は
花
形
で
あ
っ
た
。
大
学
一
年
生
に
変
体
仮
名
の
読
み
方
を
指
導
し
て
、
古

典
作
品
の
演
習
は
写
本
の
影
印
を
テ
キ
ス
ト
に
使
う
こ
と
が
な
ん
の
違
和
感
も

な
く
、
困
っ
た
こ
と
も
生
じ
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
四
〇
年
、
大
学
を
と
り
ま
く
社
会
的
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、

古
典
の
教
養
教
育
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
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旨

不
器
用
に
、
古
典
の
専
門
教
育
に
携
わ
っ
て
四
〇
年
、
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
生
の
変
質
（
と
し
か
思
え
な
い
自
己
の
不
器
用
さ
、
頭
の
固
さ
）
に
き
づ
か
な
い

ま
ま
頑
固
に
古
典
教
育
を
し
て
き
た
が
、
思
い
が
け
ず
、
昨
年
、
名
古
屋
大
学
高
等
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
、『
古
典
の
教
養
教
育
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
』
と
い

う
テ
ー
マ
で
話
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
、
改
め
て
、
過
去
四
〇
年
間
の
古
典
教
育
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
意
識
せ
ず
に
、『
教
養
教
育
』
と
い
う
概
念
と
、
そ
の
方
法
と
し

て
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
考
え
て
き
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
の
折
に
発
表
し
、
ま
た
簡
単
に
ま
と
め
て
、『
高
等
教
育
セ
ン
タ
ー
』
の
報
告
書
に

も
記
し
た
が
、
私
の
古
典
教
育
実
践
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
、
岐
阜
女
子
大
学
の
紀
要
に
も
詳
細
に
残
し
て
起
き
た
い
と
考
え
、
校
を
改
め
た
。

（
一
）
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日
本
経
済
が
破
綻
を
見
せ
は
じ
め
、
大
学
の
内
部
も
組
織
改
革
を
迫
ら
れ
、
学

問
教
育
の
内
容
も
大
き
く
変
化
、
い
や
、
本
音
を
い
う
と
変
質
し
て
き
た
と
明

ら
か
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
生
達
の
多
く
が
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
、

学
業
と
バ
イ
ト
と
を
掛
け
持
ち
し
、
知
的
好
奇
心
を
持
つ
余
裕
も
な
い
日
常
に

追
い
立
て
ら
れ
、
教
師
は
、
め
ま
ぐ
る
し
い
大
学
改
革
の
な
か
に
お
い
て
、
落

ち
着
い
て
学
問
教
育
に
専
念
で
き
る
時
間
が
徐
々
に
減
っ
て
い
っ
た
。「
日
本

の
古
典
を
学
び
、
今
を
生
き
る
た
め
の
指
針
に
す
る
」、
そ
の
よ
う
な
当
た
り

前
の
言
説
が
そ
ら
ぞ
ら
し
く
聞
こ
え
る
ほ
ど
、
古
典
教
育
が
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
て
来
た
よ
う
に
お
も
う
。

高
等
学
校
の
現
場
で
は
、
古
典
教
育
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
現
状
も
あ
り
、

一
方
多
く
の
私
大
の
入
学
試
験
の
科
目
の
中
か
ら
、
古
典
教
科
が
対
象
外
と
な

る
昨
今
、
大
学
の
教
育
現
場
の
学
生
達
は
、
そ
ろ
っ
て
古
典
が
苦
手
に
な
っ
て

い
る
。

今
で
は
、
当
た
り
前
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

と
い
う
タ
ー
ム
も
、
私
の
よ
う
な
年
配
者
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
タ
ー
ム

で
あ
り
、
い
ま
で
も
、
方
法
と
し
て
ど
の
よ
う
な
講
義
の
展
開
を
も
っ
て
し
て

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
名
付
け
る
の
か
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な

い
で
い
る
現
状
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
に
、
自
分
が『
国

文
学
（
古
典
）』
を
学
ん
だ
時
の
方
法
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
教
え
る
側

に
立
っ
て
以
来
、
教
え
る
た
め
の
有
効
な
方
法
を
日
々
考
え
て
き
た
。
い
や
む

し
ろ
、
そ
ん
な
格
好
の
よ
い
言
い
方
で
は
な
く
、
日
々
同
じ
こ
と
を
し
よ
う
と

し
た
ら
、
通
用
し
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
、
慌
て
て
、
自
転
車
操
業
的
に
、
方

法
を
考
え
出
す
日
々
の
積
み
重
ね
と
い
っ
た
ほ
う
が
、
当
た
っ
て
い
る
そ
ん
な

日
々
が
大
学
の
教
育
現
場
で
数
十
年
に
わ
た
り
繰
り
返
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
ち
な
み
に
余
談
で
あ
る
が
、
先
日
学
生
に
「
自
転
車
操
業
」
と
い
う
単

語
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
。

1

ま
ず
は
、
今
ま
で
に
私
が
教
育
現
場
で
、
関
わ
っ
て
き
た
対
象
を
考
え
て
み

た
い
。
そ
れ
は
大
き
く
次
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

1

専
門
学
生
（
国
文
学
科
、
日
本
文
学
科
…
…
将
来
、
国
語
の
教
師
を
め
ざ

す
学
生
）

2

一
般
学
生（
教
養
教
育
の
一
環
、
教
育
系
学
部
の
幼
・
小
教
員
希
望
者
等
）

3

社
会
人
（
文
化
セ
ン
タ
ー
、
行
政
主
導
の
読
書
サ
ー
ク
ル
、
講
演
会
の
聴

衆
等
）

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
古
典
教
育
に
お
け
る
課
題
が
異
な
る
。

○

対
象
1
、
2
と
も
に
、
私
が
対
象
と
し
て
き
た
学
生
の
多
く
は
、
高
等
学

校
、
大
学
受
験
を
通
じ
て
、
古
典
文
法
を
十
分
身
に
付
け
て
い
な
い
。
あ

る
い
は
、
ま
っ
た
く
高
校
の
教
育
現
場
で
古
典
教
育
を
う
け
て
こ
な
か
っ

た
学
生
が
多
か
っ
た
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
た
ま
に
偏
差
値
の
非
常
に
高

い
と
い
わ
れ
る
大
学
で
、
心
で
喝
采
を
叫
び
た
い
ほ
ど
古
典
に
精
通
し
て

い
る
学
生
た
ち
と
の
講
義
を
経
験
し
た
が
、
そ
れ
は
、
入
試
と
い
う
制
度

の
な
か
で
、文
法
を
あ
る
程
度
学
ん
で
き
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。

○

対
象
3
に
つ
い
て
は
、
年
齢
層
に
よ
り
異
な
る
が
、
大
半
は
、
古
典
文
法

を
意
識
し
て
読
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
雰
囲
気
的
に
読

め
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
多
い
。

つ
ま
り
は
、
対
象
1
、
2
、
3
と
も
に
共
通
す
る
欠
点
を
意
識
し
て
、
正
し

（
二
）
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く
読
む
た
め
の
最
低
の
条
件
（
文
法
）
の
再
確
認
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

特
に
大
学
の
現
場
で
、「
文
法
重
視
」
と
い
う
こ
と
に
は
異
論
も
あ
る
と
思

う
。
た
だ
現
在
の
若
い
世
代
の
傾
向
と
し
て
、
文
法
を
気
に
し
な
く
て
も
、
作

品
を
読
む
習
慣
を
通
し
て
読
解
力
が
身
に
つ
く
こ
と
は
、
期
待
で
き
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
岐
阜
女
子
大
学
の
例
と
し
て
、「
近
代
文
学
作
品
研
究
」
の
講

義
で
、
樋
口
一
葉
の
『
た
け
く
ら
べ
』
を
取
り
上
げ
た
時
に
、
学
生
に
と
っ
て

は
、
明
治
初
期
は
す
で
に
古
典
の
領
域
で
あ
る
よ
う
で
、
そ
こ
で
方
針
変
更
し

て
、
明
治
時
代
の
短
歌
を
と
り
あ
げ
た
が
、
そ
れ
も
作
品
の
読
解
、
鑑
賞
は
な

ん
と
か
追
い
つ
く
も
の
の
、
作
品
の
歴
史
的
背
景
や
、
文
学
史
の
位
置
づ
け
な

ど
に
及
ぶ
と
、
説
明
等
に
大
変
時
間
が
か
か
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
国
文
学
を
専
門
に
卒
業
研
究
を
さ
せ
る
学
科
な
ど
で
は
、
大
学
入
学

初
年
度
に
、
あ
ら
た
め
て
「
古
典
文
法
」
を
学
ば
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
儲
け

て
い
る
大
学
も
あ
る
。

筆
者
も
、
岐
阜
女
子
大
学
で
は
、「
日
本
語
表
現
基
礎
Ⅱ
」
の
講
義
で
、「
古

典
文
法
」
を
教
え
て
い
る
が
、
高
等
学
校
ま
で
に
十
分
に
学
ん
で
い
な
い
現
状

が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
愛
知
淑
徳
大
学
で
は
、『
古
典
文
法
基
礎
』
の
講
義

が
国
文
学
科
、
メ
デ
ィ
プ
ロ
学
科
と
も
に
あ
り
、
ま
ず
は
「
文
法
」
を
学
ぶ
こ

と
が
第
一
歩
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
み
て
と
れ
る
。

2

そ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
最
近
次
の
よ
う
な
点
を
、
古
典
作
品

の
講
義
で
心
が
け
て
い
る
。

1

基
礎
文
法
力
の
完
成
を
め
ざ
す
こ
と
（
対
象
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
・
目

的
の
相
違
を
考
慮
し
な
が
ら
）

（
1
）
国
語
の
教
師
を
め
ざ
す
専
門
学
生
…
…
古
典
を
教
え
る
こ
と
へ
の
自

覚
と
自
信
を
持
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
2
）
一
般
学
生
…
…
教
養
、
自
国
の
歴
史
、
文
化
、
他
分
野
へ
の
ま
な
ざ

し
を
持
つ
た
め
に
も
、
正
確
に
古
典
文
を
読
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
3
）

社
会
人
…
…
よ
り
深
い
理
解
と
、
鑑
賞
に
む
け
て
。
あ
る
い
は
記

憶
を
呼
び
起
こ
す
た
め
。

2

自
分
の
力
で
古
典
を
読
解
し
、
感
動
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

現
在
、
著
名
な
古
典
文
学
作
品
は
、
お
び
た
だ
し
い
注
釈
書
、
現
代
語

訳
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
古
典
作
品
の
研
究
や
、
読
み
解
く
た
め

の
指
針
と
な
る
は
ず
が
、
受
け
入
れ
る
側
（
学
生
等
）
が
無
批
判
に
鵜

呑
み
に
す
る
現
状
も
否
定
で
き
ず
、
独
自
の
読
解
の
力
を
養
成
で
き
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
自
分
の
力
で
、
原
典
そ
の
も
の
を
読
む
こ
と

が
で
き
る
力
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
2
点
を
つ
ね
に
前
提
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
、
対
象
、
レ
ベ
ル
（
学
年

等
）
に
対
応
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
末
尾
添

付
資
料
（
見
取
り
図
）
参
照
の
こ
と
。

3

2
で
述
べ
た
目
的
を
実
践
す
る
に
は
、
と
り
あ
げ
る
教
材
の
選
択
が
重
要
と

な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
よ
り
よ
い
文
献
を
模
索
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
三
作
品
を
選
択
し
た
。

古
典
教
育
の
た
め
に
筆
者
が
選
択
し
た
教
材
は
、（
1
）『
竹
取
物
語
』、（
2
）

（
三
）
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『
小
倉
百
人
一
首
』、（
3
）『
源
氏
物
語
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
共
通
し
て
、

専
門
教
育
か
ら
、
古
典
教
養
教
育
ま
で
幅
広
く
利
用
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
理
由
を
次
に
あ
げ
る
と
、

○

私
個
人
の
専
門
の
時
代
に
近
い
の
で
、
扱
い
や
す
い
。（
教
員
個
人
の
実

力
の
限
界
の
問
題
と
し
て
、
他
時
代
、
他
ジ
ャ
ン
ル
は
、
教
養
教
育
の
段

階
で
は
扱
え
る
も
の
の
、
専
門
教
育
に
至
っ
た
場
合
、
個
人
的
に
知
識
不

足
、
学
問
的
な
研
究
不
足
の
た
め
に
、
対
応
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

う
る
か
ら
で
あ
る
）。

個
人
的
に
は
、「
中
世
王
朝
物
語
」
が
専
攻
な
の
で
、
教
育
現
場
で
こ
れ

ら
の
作
品
群
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
己
の
研
究
に
も
資
し
て
あ
り
が
た

い
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
体
験
上
、
岐
阜
女
子
大
学
で
、
こ
れ
ら
の
作
品

を
取
り
上
げ
て
演
習
、
講
義
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
二
〇
年
ほ
ど
前
ま

で
で
あ
る
。「
中
世
王
朝
物
語
」
は
こ
の
一
五
年
ほ
ど
で
注
目
さ
れ
現
代

語
訳
な
ど
も
完
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
前
掲
の
「
2

自
分
の
力
で
古
典
を
読
解
し
、
感
動
す
る

こ
と
を
目
指
す
」
と
い
う
目
的
の
最
も
最
適
な
文
献
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
学
生
の
古
典
文
読

解
力
の
低
下
の
現
状
で
は
、
注
釈
、
現
代
語
訳
が
な
い
と
扱
い
に
く
い
と

い
う
現
状
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
中
世
王
朝
物
語
」
の
作
品
群
は
、
数
年
前
か
ら
セ
ン
タ
ー
試
験
等
で
と

り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
比
較
的
知
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
っ
た
が
、
実
際

に
は
、
非
常
に
難
解
で
基
礎
教
育
に
は
全
く
適
さ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

○

日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
親
し
さ
を
覚
え
る
作
品
で
あ
る
こ
と
。

い
ず
れ
も
国
民
的
文
学
と
理
解
し
て
も
よ
い
、
知
名
度
の
高
さ
、
現
在
の

メ
デ
ィ
ア
等
で
の
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
教
材
と
し
て
最
適

な
作
品
で
あ
る
。

○

映
画
、
ド
ラ
マ
、
歌
舞
伎
、
落
語
、
絵
本
、
漫
画
等
を
利
用
し
て
、
幅
広

い
授
業
展
開
が
で
き
る
。

4

つ
ぎ
に
こ
れ
ら
三
作
品
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
今
ま
で
行
っ
て
き
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
例
を
し
め
す
。
た
だ
し
、
名
古
屋
大
学
高
等
教
育
セ
ン
タ
ー
の
セ

ミ
ナ
ー
で
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
と
し
て
、『
竹
取
物
語
』
は

詳
細
に
と
り
あ
げ
た
の
で
、
そ
の
実
態
は
後
述
す
る
。
ま
ず
は
、
他
の
二
作
品
、

『
小
倉
百
人
一
首
』
と
『
源
氏
物
語
』
の
実
例
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て

お
く
。

一

『
小
倉
百
人
一
首
』

以
下
、『
小
倉
百
人
一
首
』
を
と
り
あ
げ
た
、
従
来
の
講
義
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
例
を
示
す
。
講
義
の
対
象
の
違
い
と
レ
ベ
ル
、
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で

の
位
置
づ
け
、
な
ど
の
違
い
に
よ
っ
て
三
通
り
の
方
法
に
分
類
し
た
。

⑴

「
作
品
全
体
と
し
て
の
枠
取
り
を
語
る
」
必
要
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

展
開
。

た
と
え
ば
、『
文
学
史
』『
文
学
概
論
』
な
ど
の
講
義
中
で
は
、『
小
倉
百
人

一
首
』
の
み
で
半
期
の
時
間
を
と
れ
な
い
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
概
論
的
な
説

明
と
か
ら
め
て
講
義
を
お
こ
な
う
。

○
和
歌
一
般
の
文
学
的
知
識
（
歴
史
、
勅
撰
集
、
歌
合
、
歌
論
等
）

○
修
辞
法
や
具
体
的
な
例
…
…
実
作
へ
の
リ
ン
ク
（
創
作
系
の
卒
業
研
究
・

本
学
の
書
道
専
攻
の
学
生
等
、
社
会
人
等
）

（
四
）
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○
作
者
の
周
辺
、
成
立
時
代（
藤
原
定
家
、
冷
泉
家
、
源
平
動
乱
の
時
代
等
）

⑵

個
別
の
作
品
（
百
首
そ
れ
ぞ
れ
）
を
詳
し
く
学
ぶ
必
要
の
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
展
開

た
と
え
ば
、『
古
典
文
学
作
品
研
究
』『
古
典
講
読
』、
ま
た
一
般
対
象
の
文

化
セ
ン
タ
ー
の
古
典
講
座
な
ど
の
講
義
で
は
、
半
期
、
あ
る
い
は
通
年
を
か
け

て
、『
小
倉
百
人
一
首
』を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
間
的
メ
リ
ッ

ト
を
利
用
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
具
体
的
な
過
去
の
実
践
方
法
の
例
を
示
す
。

○
和
歌
の
背
景
の
時
代
と
詠
者
の
問
題
、
社
会
的
な
展
開

『
小
倉
百
人
一
首
』
は
、
所
収
和
歌
の
成
立
時
代
は
奈
良
か
ら
鎌
倉
初
期

ま
で
の
広
範
囲
に
渡
る
た
め
、
歴
史
的
な
観
点
を
導
入
で
き
る
。

ま
た
、
女
子
大
で
は
、
女
性
の
生
き
方
、
平
安
時
代
の
女
房
生
活
へ
の
ま

な
ざ
し
を
考
え
、
現
代
と
比
較
検
討
さ
せ
た
。

○
所
収
の
和
歌
の
作
者
の
、
他
の
作
品
、
歴
史
ド
ラ
マ
な
ど
と
の
リ
ン
ク
を

考
え
、
他
の
古
典
作
品
や
、
歴
史
と
の
関
係
で
講
義
が
広
く
展
開
で
き
た
。

例
と
し
て
、『
枕
草
子
』
と
清
少
納
言
、『
源
氏
物
語
』
と
紫
式
部
、
在
原

業
平
と
『
伊
勢
物
語
』、
紀
貫
之
と
『
土
佐
日
記
』、
赤
染
衛
門
と
『
栄
花

物
語
』
な
ど
、
作
者
と
そ
の
著
作
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
。

ま
た
、
歴
史
的
に
は
、
崇
徳
上
皇
と
「
保
元
の
乱
」、
後
鳥
羽
院
、
順
徳

院
と
『
承
久
の
変
』
な
ど
の
歴
史
と
の
リ
ン
ク
。
ま
た
、
平
兼
盛
、
壬
生

忠
岑
と
『
天
徳
内
裏
歌
合
』
か
ら
、
文
化
史
的
な
問
題
へ
も
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

○
成
立
後
の
、
江
戸
時
代
ま
で
の
享
受
の
問
題
の
な
か
か
ら
、
文
化
史
的
な

問
題
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
昨
今
の
大
学
の
教
育
事
情
か
ら
、
か
っ
て
の
国
文
学
科
の
よ
う

に
、
各
ジ
ャ
ン
ル
で
専
門
の
教
員
を
擁
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
場

合
、
必
ず
し
も
専
門
の
講
義
だ
け
で
な
く
、
他
の
時
代
も
古
典
の
守
備
範

囲
と
し
て
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
に
今
後
も
有
効
で
あ
ろ
う
。

①

小
野
小
町
…
…
『
小
倉
百
人
一
首
』
の
作
者
が
、
伝
説
化
し
て
い
く

姿
を
追
う
（
七
小
町
伝
説
、
玉
造
小
町
な
ど
）

受
講
対
象
と
、
講
義
の
目
的
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
素
材
と
し
て

用
い
る
工
夫
も
可
能
で
あ
る
。

②

小
野
小
町
の
食
生
活
を
知
り
、
当
時
の
食
文
化
を
と
り
あ
げ
る
こ
と

〈『
玉
造
小
町
盛
衰
書
』〉
で
、
古
典
作
品
に
す
こ
し
で
も
触
れ
る
事
を
目

的
と
し
た
。（
家
政
学
部
の
学
生
対
象
）

③

歌
仙
絵
の
変
遷
等
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
映
像
処
理
等
と
か

ら
め
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
映
像
化
す
る
試
み
な
ど
を
模
索
さ
せ
た
。（
文

化
創
造
学
部
の
学
生
）

④

在
原
業
平
と
『
伊
勢
物
語
』
の
関
係
か
ら
、「
伊
勢
物
語
」
の
パ
ロ

デ
ィ
（「
仁
勢
物
語
」
な
ど
）
へ
の
興
味
の
広
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
も

可
能
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
試
み
は
、
古
典
文
学
を
専
門
に
し
な
い
対
象
学
生
に
、
す
こ
し
で

も
古
典
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
堅
苦
し
い
素
材
に
し
な
い
た
め
の

工
夫
と
し
て
考
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

⑶

専
門
の
学
生
対
象

ま
ず
、
講
義
で
『
小
倉
百
人
一
首
』
取
り
上
げ
る
と
き
は
、
活
字
の
テ
キ
ス

（
五
）
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ト
で
は
な
く
、
必
ず
、
変
体
仮
名
の
テ
キ
ス
ト
〈
影
印
本
〉
を
使
う
こ
と
を
心

が
け
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、

（
1
）
和
歌
は
、
三
十
一
文
字
と
い
う
文
字
数
制
限
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

変
体
仮
名
を
読
む
の
が
、散
文
の
長
文
を
解
釈
す
る
よ
り
楽
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
他
の
専
門
の
講
義
に
お
い
て
、
変
体
仮
名
を
読
む
た
め

の
練
習
の
素
材
と
し
て
も
、『
小
倉
百
人
一
首
』
は
有
効
な
作
品
で

あ
る
。

変
体
仮
名
の
和
歌
を
、
現
代
表
記
に
直
し
、
か
つ
校
訂
す
る
過
程

を
経
る
こ
と
で
、
和
歌
の
み
に
か
ぎ
ら
ず
、
散
文
作
品
に
対
象
を
広

げ
読
み
取
る
力
を
養
い
、
ま
た
、
作
品
を
自
分
の
考
え
で
校
訂
す
る

と
い
う
、
も
っ
と
も
大
切
な
読
解
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
と

考
え
る
。

こ
の
後
は
、
先
に
述
べ
た
、
古
典
文
学
を
専
門
に
し
な
い
学
生
対
象
の
1
、

2
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
選
択
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
以
後
は
、
あ
く
ま
で
も
、
専
門
性
が
高
度
に
完
成
さ
れ
た
時
の
希
望
と

い
う
か
、
夢
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
写
本
で
の
カ
ル
タ
取
り
（
江
戸
時
代
の
カ

ル
タ
等
を
用
い
て
）
を
皆
で
楽
し
め
る
と
こ
ろ
ま
で
教
育
現
場
で
出
来
れ
ば
喜

ば
し
い
。
専
門
の
ゼ
ミ
な
ら
ば
可
能
か
と
考
え
る
が
、
筆
者
は
残
念
な
が
ら
、

ま
だ
そ
の
機
に
恵
ま
れ
て
は
い
な
い
。

『
小
倉
百
人
一
首
』
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
結
果
と
し
て
、
こ
の
方
法

は
、
社
会
人
に
と
く
に
有
効
だ
っ
た
。『
小
倉
百
人
一
首
』
の
歌
を
解
釈
す
る

だ
け
で
は
、
散
漫
に
な
る
た
め
、
和
歌
の
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
や
、
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
か
ら
の
講
義
展
開
は
、
講
義
の
流
れ
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
大
学
の
教
育
現
場
に
お
い
て
は
最
近
は
資
格
、
免
許
の
た
め
の
講
義

が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
専
門
の
講
義
、『
文
学
史
』『
文
学
概
論
』
な
ど
の
単

位
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
単
体
の
作
品
を
メ
イ
ン
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
、
半
期
の
講
義
で
広
範
囲
の
作
品
群
に
触
れ
さ
せ
る
た
め

に
は
こ
ら
れ
の
方
法
は
有
効
で
あ
っ
た
。

二

『
源
氏
物
語
』

長
編
と
い
う
性
格
上
、
ま
た
、
文
章
自
体
の
難
解
さ
に
よ
っ
て
、
全
体
を
把

握
す
る
こ
と
は
他
の
古
典
作
品
に
比
し
て
、
困
難
で
あ
る
た
め
、
他
の
作
品
を

と
り
あ
げ
る
以
上
に
、
理
解
の
た
め
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
と
考
え
る
。

四
〇
年
以
上
前
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
大
学
の
古
典
教

育
の
現
状
か
ら
考
え
る
と
、『
源
氏
物
語
』
を
半
期
の
講
義
で
と
り
あ
げ
る
こ

と
は
、
巻
単
位
な
ら
ば
、
可
能
で
あ
る
が
、
全
体
把
握
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

一
方
、
一
般
対
象
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
目
玉
作
品
で
あ
り
、『
源
氏
物
語
』

で
な
け
れ
ば
受
講
生
が
あ
つ
ま
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
一
般
に
は
人
気
の

作
品
で
あ
る
。

筆
者
の
経
験
か
ら
い
う
と
、
文
化
セ
ン
タ
ー
や
、
地
域
の
読
書
サ
ー
ク
ル
、

行
政
主
導
の
講
演
会
な
ど
と
い
う
「
文
化
講
座
」
に
お
け
る
方
法
は
、
大
き
く

二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
の
で
は
と
考
え
る
。

1

ま
と
め
読
み

（
受
講
生
は
）注
釈
書
を
片
手
に
、
現
代
語
訳
等
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、

難
解
な
箇
所
や
、
原
文
の
背
景
に
あ
る
文
化
、
習
慣
の
違
い
、
心
理
の

把
握
、
等
の
読
み
を
知
る
。

（
六
）
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受
講
生
が
、
作
品
全
体
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
、
主
題
論
、
個

別
登
場
人
物
論
、
作
品
論
等
を
、
教
授
者
が
研
究
者
と
し
て
の
問
題
意

識
で
語
る
場
合
な
ど
も
あ
る
。

2

基
礎
的
な
読
解
作
業

必
要
な
文
法
を
適
宜
説
明
し
、
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
細
か
く
読
ん
で

い
く
場
合
。

一
歩
進
ん
で
、
写
本
（
影
印
本
）
を
教
科
書
に
し
て
読
み
進
む
場
合
も

あ
り
え
る
。

そ
れ
で
は
、
肝
心
の
教
育
現
場
で
、『
源
氏
物
語
』
を
教
え
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
長
編
の
作
品
の
性
格
上
、
全
体
を
教
え
る
こ
と
は
無

理
で
あ
る
の
で
、
短
い
期
間
（
半
期
、
通
年
）
で
『
源
氏
物
語
』
を
教
え
て
い

く
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
で
最
も
偉
大
な
小
説
の
一
つ
と
い
わ
れ
、
海
外

で
も
評
価
の
高
い
作
品
の
あ
ら
ま
し
だ
け
で
も
知
る
こ
と
は
、
大
事
な
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
学
び
の
時
期
に
、『
源
氏
物
語
』
を
少
し
で
も
読
ん
だ
こ
と

が
あ
る
、
あ
る
い
は
、
興
味
を
持
つ
こ
と
で
面
白
い
作
品
だ
と
い
う
記
憶
が
あ

る
こ
と
、
そ
れ
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
圧
倒
的
な
源
氏
ブ
ー
ム
を
鑑
み
て
、

多
少
の
変
動
は
あ
れ
お
そ
ら
く
将
来
も
こ
の
ブ
ー
ム
や
人
気
は
、
波
の
よ
う
に

繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。将
来
の
教
養
教
育
の
一
端
と
し
て
、

ま
ず
は
、『
源
氏
物
語
』
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
記
憶
を
大
切
に
心
に
植
え
付

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
我
々
教
授
者
は
ど
の
よ

う
な
工
夫
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
思
い
で
、
以
下
の
よ
う
な
工
夫
を
重
ね
て
き

た
。

1

映
像
資
料
（
映
画
、
ド
ラ
マ
、
歌
舞
伎
）
等
の
利
用

と
く
に
歌
舞
伎
利
用
の
場
合
は『
源
氏
物
語
』理
解
の
方
向
の
み
で
な
く
、

伝
統
文
芸
の
理
解
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
。

2

漫
画
な
ど
、学
生
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
ま
ず
は
全
体
を
把
握
さ
せ
る
。

3

二
千
円
札
の
「
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
図
柄
を
利
用
し
て
、
学
生
の
身

近
な
興
味
を
引
き
出
し
、『
源
氏
物
語
』
の
主
題
ま
で
短
時
間
で
近
づ
け

る
工
夫
。

（
こ
れ
は
、
筆
者
が
、
過
去
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
南
知
多
ホ
テ
ル「
源

氏
香
」で
の『
源
氏
物
語
講
義
』月
1
回
で
実
践
し
て
き
た
方
法
で
あ
る
。

メ
ン
バ
ー
が
毎
回
異
な
る
ほ
ぼ
初
心
者
集
団
に
、
絵
巻
を
用
い
て
『
源
氏

物
語
』
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
1
時
間
で
語
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
必
要
な
他

知
識
を
付
け
加
え
て
、
短
い
時
間
で
、
必
要
な
『
源
氏
物
語
』
の
知
識
を

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。）

具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
ま
た
、
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
も
、
以
上

の
ど
の
方
法
を
用
い
る
に
し
ろ
、
共
通
し
て
必
要
な
こ
と
は
、

⑴

導
入
に
用
い
る
素
材
、
資
料
と
、
原
作
と
の
距
離
を
つ
ね
に
指
摘
し
、
そ

の
差
異
を
考
え
る
こ
と
で
、『
源
氏
物
語
』
へ
の
興
味
を
引
き
出
す
こ
と
。

⑵

な
ぜ
原
作
が
変
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
意
図
や
そ
の
背
景
を
考
え
る
。

こ
の
⑴
、
⑵
の
観
点
で
は
、
歴
史
、
文
化
、
政
治
、
社
会
的
に
生
ず
る
様
々

違
い
に
よ
る
問
題
と
し
て
考
え
る
視
野
を
も
つ
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

一
言
で
言
う
と
、『
源
氏
物
語
』
を
教
え
て
い
く
時
に
必
要
な
こ
と
は
、
対

象
が
誰
で
あ
れ
、
作
品
全
貌
の
把
握
と
面
白
い
と
思
わ
せ
る
き
っ
か
け
を
与
え

る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

（
七
）
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し
か
し
、
興
味
を
も
っ
て
も
、
そ
れ
が
す
ぐ
に
原
作
を
読
む
こ
と
に
た
ど
り

つ
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
に
は
、
大
き
な
言
葉
の
壁
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
先
は
、
本
音
を
い
う
と
ま
だ
『
闇
の
中
』
で
あ
る
。

5

最
後
に
、『
竹
取
物
語
』
を
用
い
た
、
実
際
の
講
義
プ
ラ
ン
を
示
し
た
い
。

1

素
材
に
『
竹
取
物
語
』
を
用
い
た
理
由

○

中
学
校
の
教
科
書
で
す
で
に
学
ん
で
い
る
。

○

子
供
の
こ
ろ
に
、
紙
芝
居
、
絵
本
、
語
り
聞
か
せ
等
で
、
ほ
と
ん
ど
が

知
っ
て
い
る
は
ず
。
忘
れ
て
い
る
場
合
は
い
た
し
方
が
な
い
が
。

○

若
い
世
代
に
と
っ
て
は
、
バ
イ
ブ
ル
と
い
っ
て
も
い
い
、
ジ
ブ
リ
制
作

の
『
か
ぐ
や
姫
の
物
語
』
が
二
〇
一
四
年
公
開
さ
れ
、
現
在
で
は
、
教

材
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

2

教
科
書
は
、
教
員
が
独
自
に
編
集
し
た
プ
リ
ン
ト
を
配
布
。

毎
時
間
、
講
義
内
容
に
合
わ
せ
た
作
業
プ
リ
ン
ト
を
配
布
、
回
収
。

す
べ
て
の
プ
リ
ン
ト
内
容
を
示
し
た
い
が
、
紙
幅
の
関
係
で
、
割
愛
す
る
。

3

講
義
の
目
的

記
憶
の
中
の
「
か
ぐ
や
姫
」
を
思
い
起
こ
し
、
原
作
を
学
び
、
千
年
も
の

長
き
に
わ
た
り
、
日
本
人
の
心
を
捉
え
て
き
た
意
味
を
考
え
、
伝
え
て
き

た
人
々
の
営
み
と
想
像
力
に
思
い
を
い
た
す
。

4

講
義
プ
ロ
グ
ラ
ム

以
下
の
項
目
を
、
講
義
の
対
象
、
時
間
数
な
ど
に
よ
り
調
整
し
て
組
み
直
し

て
用
い
る
。

（
対
象
と
す
る
講
義
の
種
類
は
、
大
学
現
場
『
文
学
概
論
』
の
一
部
、
読
書

サ
ー
ク
ル
、
高
校
の
模
擬
授
業
、
等
）

（
1
）
記
憶
の
中
の
『
か
ぐ
や
姫
』『
竹
取
物
語
』
を
思
い
起
こ
す
。

（
2
）
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
か
を
考
え
て
み
る
。
絵
本
、
紙
芝

居
等
の
記
憶
。

（
3
）
は
た
し
て
原
作
は
ど
の
よ
う
な
話
か
を
知
る
。『
竹
取
物
語
』
の
文

学
史
的
知
識
（
専
門
教
育
の
領
域
に
リ
ン
ク
す
る
）。

（
4
）「
竹
取
伝
承
」
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
す
る
。
原
典
は
、『
竹
取
物
語
』

と
『
今
昔
物
語
集
巻
三
十
一
・
竹
取
伝
承
』
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

比
較
検
討
す
る
。
専
門
的
知
識
と
読
解
力
を
養
う
。

（
5
）『
竹
取
物
語
』
の
メ
デ
ィ
ア
（
映
画
）
の
鑑
賞
等
、
原
作
と
の
比
較

検
討
。

（
6
）『
竹
取
物
語
』
を
題
材
に
し
た
、
新
し
い
創
造
の
営
み
（
課
題
、
レ

ポ
ー
ト
等
を
通
じ
て
）。

（
7
）
専
門
へ
の
い
と
ぐ
ち

変
体
仮
名
テ
キ
ス
ト
、
対
校
等
。

（
1
）
〜
（
6
）
を
学
ん
だ
上
で
。
変
体
仮
名
テ
キ
ス
ト
な
ど
で
原

典
を
読
ん
で
、
個
人
の
読
み
を
完
成
さ
せ
る
努
力
を
す
る
。

5

講
義
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
そ
っ
た
講
義
実
例

（
1
）
と
（
2
）

記
憶
を
次
の
記
憶
の
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
て
、
思
い
起
こ

さ
せ
、
そ
の
後
、
メ
デ
ィ
ア
（
紙
芝
居
、
映
画
、
絵
本
、
ア

ニ
メ
等
）
の
実
例
を
提
示
し
て
、
原
作
と
の
距
離
を
考
え
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
八
）
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記
憶
の
ポ
イ
ン
ト

○

か
ぐ
や
姫
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
翁
は
、
竹
を
切
っ
た
の
か
？
切
ら

な
い
の
か
？
（
原
作
本
文
の
解
釈
）

○

切
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
に
用
い
た
道
具
は
何
か
。

○

か
ぐ
や
姫
が
出
す
難
題
は
い
く
つ
か
、
ま
た
求
婚
者
の
数
は
、
何
人
か
。

（
こ
れ
は
、
専
門
へ
の
入
り
口
。『
竹
取
物
語
』『
今
昔
物
語
竹
取
説
話
』

の
比
較
へ
）

○

難
題
の
品
物
の
種
類
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
。

○

帝
の
求
婚
の
有
無
…
…
天
皇
制
の
問
題
・
国
定
教
科
書
の
存
在
（
昭
和

8
年
国
定
教
科
書
「
さ
く
ら
読
本
」
所
収
『
か
ぐ
や
姫
』）

○

昇
天
の
時
に
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
に
か
ぐ
や
姫
は
手
を
ふ
っ

た
か
。

○

昇
天
の
時
に
「
羽
衣
」
を
着
る
か
、
着
な
い
か
…
…
（
伝
承
の
理
解
）

○

言
葉
（
単
語
）
の
基
本
的
理
解
の
違
い
。
例
「
き
と
か
げ
に
な
り
ぬ
。」

こ
の
よ
う
な
点
に
関
し
て
、
現
在
、
周
囲
に
存
在
す
る
『
竹
取
物
語
』
の
メ

デ
ィ
ア
と
、
原
作
と
の
間
に
違
い
が
多
く
あ
る
こ
と
を
問
い
か
け
て
行
く
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
と
向
き
合
い
、
好
奇
心
を
引
き
出
し
、
原
作
へ
と

向
か
う
意
欲
を
持
っ
て
も
ら
う
。こ
こ
で
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
、

1

原
文
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
古
典
の
知
識
と
、
文
法
力
と
、
読
む
た
め

の
努
力
と
忍
耐
力
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
。

2

な
ぜ
原
作
と
ち
が
う
改
変
、
変
貌
が
な
さ
れ
た
か
と
い
う
好
奇
心
を
自
分

な
り
に
持
ち
、
そ
れ
を
考
え
て
い
く
力
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

現
在
の
メ
デ
ィ
ア
と
、
原
作
の
違
い
の
一
例
を
参
考
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。

1

龍
の
首
の
五
色
の
玉
と
い
う
難
題
に
つ
い
て
、
あ
る
幼
児
用
絵
本
で
は
、

五
色（
ご
し
き
）で
は
な
く
、（
ご
し
ょ
く
）と
書
い
て
あ
る
。（
誤
植
？
！
）

2

つ
ば
め
子
安
貝
と
い
う
難
題
に
つ
い
て
、
絵
本
で
は
二
枚
貝
を
え
が
く
。

以
上
の
よ
う
に
、
子
供
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
原
作
が
故
意
に
改
変
さ
れ

る
こ
と
の
意
味
な
ど
を
考
慮
す
る
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

（
3
）

ま
ず
、
導
入
と
し
て
『
国
定
教
科
書
』
を
読
む
。
一
般
教
養
の
場
合

は
、
古
典
の
世
界
へ
の
入
り
口
と
し
て
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
世
界

に
ふ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
る
。
ま
た
、
学
生
の
記
憶
の
原
典
と
し

て
、
こ
の
教
科
書
の
内
容
、
記
述
は
大
き
な
存
在
だ
と
考
え
る
。

つ
ぎ
に
、『
今
昔
物
語
集
所
収
・
竹
取
説
話
』
を
、
全
文
を
読
む
。

難
題
の
数
が
三
つ
で
あ
る
こ
と
、
竹
を
切
る
か
否
か
、
か
ぐ
や
姫
が

昇
天
の
折
に
手
を
振
る
か
否
か
、
帝
が
求
婚
す
る
か
否
か
の
確
認
。

（
4
）

『
竹
取
物
語
』
原
典
を
よ
む

半
期
、
ま
た
は
通
年
単
位
で
読
む
に
は
長
い
作
品
な
の
で
、
対
象
、
講
義
の

種
類
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
読
む
か
、
ま
た
選
択
し
て
読
む
場
合
は
、
ど
こ
を

選
択
す
る
か
を
考
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
必
要
が
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
心
が
け
る
べ
き
は『
竹
取
物
語
』冒
頭
1
ペ
ー
ジ
は
、

写
本
で
渡
し
、
写
本
で
読
む
ル
ー
ル
を
教
え
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

そ
の
上
で
、『
今
昔
物
語
集
所
収
・
竹
取
説
話
』
と
の
違
い
を
明
確
に
理
解

し
、
そ
の
違
い
の
よ
っ
て
来
た
る
理
由
、
ま
た
現
在
の
メ
デ
ィ
ア
で
扱
わ
れ
た

場
合
の
違
い
等
を
、
考
察
す
る
。

ま
た
、『
竹
取
物
語
』
の
枠
を
構
成
す
る
、
古
代
伝
承
（『
難
題
求
婚
』『
羽

衣
伝
承
』『
異
境
訪
問
』）に
つ
い
て
も
、
資
料
等
で
補
足
し
、
読
み
、
考
え
る
。

（
九
）
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次
に
、
同
じ
よ
う
に
、『
難
題
求
婚
』『
羽
衣
伝
承
』『
異
境
訪
問
』
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
、
物
語
、
伝
承
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

（
5
）

原
作
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
映
画
等
の
鑑
賞
を
し
、
新
し
い
想
像

の
世
界
の
す
ば
ら
し
さ
を
読
み
取
り
、
感
じ
て
い
く
。

筆
者
は
、
日
本
映
画
『
竹
取
物
語
』
と
ア
メ
リ
カ
映
画
『
コ
ク
ー
ン
』、
ジ

ブ
リ
の
ア
ニ
メ
『
か
ぐ
や
姫
の
物
語
』
を
取
り
上
げ
る
。

と
く
に
ア
メ
リ
カ
映
画
『
コ
ク
ー
ン
』
は
、
日
本
の
古
典
『
竹
取
物
語
』
に

着
想
を
得
な
が
ら
、
リ
ア
ル
な
現
実
、
偏
見
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
優
れ
た
作

品
で
あ
り
、「
老
い
」
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
も
よ
い
比
較
に
な
る
。
別
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、「
お
ば
す
て
伝
承
」（
大
和
物
語
、
今
昔
説
話
か
ら
『
楢
山
節

考
』
ま
で
を
と
り
あ
げ
る
）
を
講
義
す
る
時
に
は
、
連
続
し
て
利
用
で
き
る
メ

デ
ィ
ア
素
材
で
あ
る
。
ま
た
、「
か
げ
」（『
竹
取
物
語
』
本
文
「
き
と
か
げ
に

な
り
ぬ
」）
の
古
典
的
理
解
の
問
題
解
決
の
糸
口
と
し
て
も
有
効
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
6
）

『
竹
取
物
語
』
を
使
っ
て
、
独
自
の
創
造
を
こ
こ
ろ
み
る
。

こ
れ
は
、
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
課
し
、
自
分
の
専
門
、
興
味
に
し
た
が
い
、
新

し
い
『
竹
取
物
語
』
の
解
釈
を
創
造
へ
と
導
く
努
力
を
す
る
。

（
実
例
）

○

初
等
教
育
学
科
の
学
生
は
、
紙
芝
居
、
絵
本
の
作
成
。（
採

点
後
返
却
、
現
場
で
の
利
用
）

○

観
光
文
化
学
科
の
学
生
は
、『
異
境
訪
問
譚
』を
利
用
し
た
、

旅
行
計
画
の
作
成

こ
の
、『
竹
取
物
語
』
を
ベ
ー
ス
と
し
た
創
造
の
試
み
は
、
従
来
何
度
も
実

践
し
て
き
た
が
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
関
し
て
は
、
教
授
者
が
期
待
す
る
以
上
に
、

学
生
達
は
夢
中
に
な
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
員
が
講
義
で
学
ん
だ
原

作
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
提
出

物
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ま
だ
基
礎
的
な
理
解
の
部
分
で
、
講
義
内
容
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
不
備
が
あ
る
と
感
じ
る
場
合
も
あ
る
。

（
7
）

専
門
教
育
へ
の
移
行
、『
竹
取
物
語
』
を
、
写
本
で
読
む
試
み
。

写
本
を
読
み
、
諸
本
校
合
を
す
る
（
対
象
者
の
力
に
よ
り
、
諸
本
の
数
は
調

節
。
場
合
に
よ
り
、
2
本
で
も
よ
い
か
ら
、
対
校
す
る
と
効
果
的
で
あ
る
。）

そ
の
中
で
、
本
文
の
細
か
い
違
い
を
読
み
解
く
。
違
い
の
種
類
を
想
像
す
る
。

誤
写
、
言
葉
の
違
い
、
書
写
者
の
読
み
方
の
違
い
等
、
そ
れ
ら
を
想
像
し
て
、

考
え
る
力
を
養
う
。

自
分
で
考
え
、
よ
り
よ
い
、
あ
る
い
は
よ
り
理
解
し
や
す
い
本
文
を
選
択
し

て
い
く
読
解
の
力
を
養
い
、
不
明
な
語
彙
な
ど
を
つ
ね
に
辞
書
を
利
用
し
て
検

索
す
る
力
と
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。

本
学
は
書
道
コ
ー
ス
が
あ
り
、
書
道
専
攻
の
学
生
は
、
お
お
む
ね
写
本
の
読

み
が
早
い
。
ま
た
、
本
学
は
複
数
専
攻
が
同
じ
講
義
を
受
講
す
る
関
係
で
、
友

人
同
士
で
教
え
あ
う
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
写
本
で
原
典
を
読
む
と
い
う
試
み
は
、
現
在
ま
で
は
、
大
学
に

お
け
る
専
門
教
育
の
場
で
行
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
今
年
度
、
社
会
人
に
、

『
竹
取
物
語
』
の
写
本
を
読
む
講
義
を
実
現
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。

現
在
ま
で
に
行
っ
て
き
た
、『
竹
取
物
語
』
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
受
講

者
が
ど
の
程
度
、
積
極
的
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
講
義
に
参
加
で
き
た
か
を
知
る

た
め
に
、
適
切
な
プ
リ
ン
ト
課
題
を
配
布
、
講
義
中
に
考
え
記
入
し
て
提
出
さ

せ
る
。
し
か
し
、
そ
の
都
度
、
結
果
に
つ
い
て
話
し
合
う
と
い
う
段
階
に
は
な

（
一
〇
）
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か
な
か
至
れ
な
い
現
状
で
あ
る
。

6

以
上
の
3
、
4
、
5
で
述
べ
た
古
典
教
材
の
講
義
を
通
し
て
、
つ
ね
に
心
が

け
て
き
た
こ
と
は
、

1

古
典
素
材
に
興
味
を
持
た
せ
て
、
読
ん
で
見
た
い
、
勉
強
し
て
み
た
い
と

思
わ
せ
る
た
め
の
工
夫
を
す
る
こ
と
。

2

好
奇
心
を
抱
い
た
と
き
に
、
古
典
の
原
典
が
、
正
確
に
読
み
解
け
て
、
理

解
が
で
き
る
た
め
の
、「
古
典
文
法
の
力
」「
古
典
語
へ
の
理
解
」「
現
代
と
異

な
る
古
典
の
時
代
の
社
会
習
慣
や
常
識
に
対
す
る
教
養
と
理
解
」
が
必
要
と
考

え
る
。
教
授
者
は
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
講
義
、
学
習
の
な
か
で
身
に
付
け
て

い
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
こ
と
。

以
上
の
二
点
で
あ
る
。「
古
典
嫌
い
」
は
、
つ
ま
り
は
「
食
わ
ず
嫌
い
」
で

あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
の
作
品
が
い
か
に
面
白
い
か
を
身
を
も
っ
て

わ
か
っ
て
も
ら
い
、
辞
書
、
事
典
類
の
助
け
を
借
り
て
で
も
、
自
力
で
読
む
こ

と
の
意
欲
を
引
き
出
し
、
楽
し
さ
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

教
授
者
と
は
、
そ
の
よ
う
な
手
助
け
を
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。そ

の
た
め
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
方
法
は
有
効
で
あ
ろ
う
。

近
年
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い

る
。
最
近
は
も
う
す
っ
か
り
根
付
い
た
こ
の
タ
ー
ム
は
、
私
の
よ
う
な
年
配
に

は
ま
だ
ま
だ
な
じ
ま
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
四
十
年
の
教
育
の
現
場

で
、
一
段
高
い
教
壇
か
ら
聞
い
て
い
る
だ
け
の
学
生
に
一
方
的
に
レ
ク
チ
ャ
ー

を
す
る
だ
け
の
講
義
時
間
が
い
か
に
不
毛
で
あ
る
か
を
感
じ
始
め
た
時
か
ら
、

す
で
に
、
彼
ら
、
彼
女
ら
に
ど
の
よ
う
に
対
象
の
作
品
に
興
味
を
抱
か
せ
、
意

欲
的
に
作
品
を
理
解
し
、
考
え
て
い
く
時
間
を
作
る
か
を
常
に
考
え
続
け
て
き

た
。
思
え
ば
そ
れ
こ
そ
が
、
私
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
っ
た
よ
う
に

思
う
の
で
あ
る
。（
は
っ
き
り
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
今
ご
ろ
気
づ
い
て
問
題
に

す
る
こ
と
も
な
い
と
思
っ
て
い
る
。）

筆
者
は
日
々
の
教
育
の
場
の
工
夫
の
結
果
と
し
て
、
現
在
に
至
っ
た
講
義
方

法
と
し
て
、
一
つ
は
、
興
味
を
持
た
せ
る
た
め
の
工
夫
を
最
大
限
に
考
え
る
事

で
あ
る
。
千
年
以
上
時
を
隔
て
て
い
る
こ
と
を
飛
び
越
え
さ
せ
る
た
め
の
工
夫

で
あ
る
。
子
供
の
時
の
絵
本
、
紙
芝
居
の
記
憶
、
ア
ニ
メ
、
映
画
、
ド
ラ
マ
、

な
ど
の
導
入
な
ど
少
し
で
も
親
近
感
を
も
て
る
題
材
を
利
用
し
て
、
原
作
へ
の

興
味
を
引
き
出
す
こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
作
品
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
次
に
は
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
自
分
の
力
で
読
み
解
き
、
理
解
し
、
感
動
す
る
道
筋
を
確
保

す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
有
効
な
方
法
の
最
た
る
こ
と
は
、
極
力
、
原
作
の
写
本
（
影
印

本
）の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
読
む
努
力
を
し
て
、
古
典
文
法
の
知
識
を
駆
使
し
、

辞
書
を
引
き
、
作
品
世
界
を
自
分
の
言
葉
と
感
性
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
指

導
す
る
こ
と
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
変
体
仮
名
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
古
典
文

法
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
、
ま
た
不
明
な
言
葉
を
調
べ
検
索
す
る
そ
の
間
に

様
々
な
思
考
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
と
忍
耐
を
必
要
と
す
る
方
法

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
一
一
）
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（
一
二
）

添
付
資
料
筆
者
の
古
典
教
育
の
見
取
り
図


